
富
士
川
勝
先
生
の
没
後
五
十
年
を
記
念
し
た
式
典
と
講
演
会
・
記
念
展
示
会
は
、
別
掲
の
よ
う
に
盛
大
に
行
わ
れ
、
先
生
の
偉
大
な
足
跡
を

あ
ら
た
め
て
参
加
会
員
一
同
に
強
く
印
象
づ
け
る
好
機
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
富
士
川
勝
先
生
が
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
○
）
二
月
六
日
、
七
五
歳
で
没
さ
れ
た
当
時
の
医
史
学
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
岩

熊
哲
の
論
考
「
富
士
川
博
士
亡
き
後
の
日
本
医
史
学
」
が
参
考
に
な
る
。

岩
熊
は
、
こ
の
論
考
（
一
六
年
一
月
『
医
事
公
論
』
所
収
、
の
ち
一
八
年
一
二
月
刊
の
遺
稿
集
『
医
史
学
論
考
』
に
再
録
）
を
い
ち
早
く
執

筆
し
現
状
に
警
告
を
な
ら
し
て
い
る
が
、
こ
の
内
容
は
、
先
生
没
後
五
十
年
の
今
日
で
も
耳
を
傾
け
る
も
の
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
こ
の
記
念

式
典
が
も
た
れ
た
機
会
に
、
会
員
一
同
あ
ら
た
め
て
岩
熊
の
言
葉
を
噛
み
し
め
る
こ
と
が
、
今
回
の
記
念
行
事
を
有
意
義
に
す
る
も
の
で
あ
ろ

う
と
、
私
は
当
日
の
閉
会
の
辞
で
ふ
れ
て
お
い
た
。

「
こ
の
頃
、
〃
富
士
川
博
士
な
き
後
の
医
史
学
界
″
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
目
に
す
る
機
会
が
多
い
。
」
と
し
た
上
で
、
「
．
：
．
：
博
士
在
世
中

は
、
日
本
の
医
史
学
と
い
え
ば
直
ち
に
博
士
そ
の
人
、
乃
至
そ
の
著
述
を
連
想
す
る
く
ら
い
に
、
斯
学
と
博
士
と
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ

た
。
わ
が
医
史
学
の
育
て
の
親
な
る
博
士
は
、
あ
た
か
も
其
の
代
名
詞
の
如
く
で
あ
っ
た
。
代
名
詞
の
如
き
斯
学
の
中
心
人
物
は
、
い
ま
や
涜

然
と
消
滅
し
た
。
博
士
亡
き
後
の
医
史
学
は
、
こ
れ
を
瞼
え
れ
ば
一
村
を
圧
し
て
鯵
蒼
と
茂
っ
て
い
た
大
樹
が
、
時
あ
っ
て
忽
焉
と
倒
れ
、
天

界
と
み
に
寂
真
と
な
っ
た
か
の
よ
う
な
感
慨
を
催
す
の
で
あ
る
：
…
・
」
と
し
、
「
富
士
川
博
士
時
代
の
医
史
学
は
終
末
を
つ
げ
次
の
新
し
い
階

岩
熊
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

富
士
川
勝
先
生
没
後
五
十
年
に
寄
せ
て
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今
次
大
戦
後
に
お
け
る
医
史
学
の
発
展
は
、
日
本
医
学
史
で
従
来
定
説
と
さ
れ
て
来
た
事
項
に
大
幅
な
修
正
を
加
え
る
国
内
の
研
究
動
向
と

合
せ
、
国
際
交
流
が
容
易
に
な
っ
て
、
先
人
の
は
た
さ
れ
な
か
っ
た
海
外
情
報
に
よ
る
補
訂
も
可
能
と
な
っ
て
来
て
、
新
し
い
研
究
動
向
が
生

れ
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
、
岩
熊
・
山
崎
ら
先
達
の
右
の
よ
う
な
批
判
が
、
ど
れ
だ
け
克
服
さ
れ
、
期
待
に
こ
た
え
る
方
向
に
進
ん
で
い
る
か
を

反
省
す
る
機
会
が
、
今
回
の
記
念
行
事
を
介
し
て
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
会
員
一
同
噛
柔
し
め
る
好
機
と
な
る
な
ら
ば
幸
甚
で
あ
る
。

富
士
川
先
生
に
対
し
個
人
的
に
尊
敬
を
は
ら
い
、
〃
先
師
″
の
言
葉
を
も
っ
て
師
礼
を
尽
し
て
来
た
山
崎
に
と
っ
て
、
先
生
亡
き
後
の
医
史

学
界
は
、
富
士
川
医
史
学
の
亜
流
が
は
び
こ
っ
て
い
る
現
状
を
桑
つ
め
、
そ
の
風
潮
に
対
し
警
告
を
発
し
た
も
の
だ
っ
た
。

富
士
川
先
生
の
あ
と
は
、
藤
浪
剛
一
理
事
長
（
第
四
代
）
と
な
り
、
そ
の
あ
と
は
山
崎
理
事
長
（
第
五
代
）
と
な
っ
た
。
山
崎
は
、
一
八
年

一
月
一
二
日
の
藤
浪
博
士
追
悼
講
演
会
に
お
け
る
理
事
長
就
任
挨
拶
と
し
て
、
「
医
史
学
研
究
の
必
要
と
医
史
学
会
の
使
命
」
（
『
日
本
医
史
学

雑
誌
』
一
三
一
三
号
）
と
題
す
る
講
演
で
現
状
批
判
を
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

「
…
．
：
最
も
肝
心
の
こ
と
は
、
（
医
史
学
会
は
）
〃
学
会
川
で
あ
っ
て
、
趣
味
や
道
楽
の
会
合
で
な
い
。
好
事
家
的
、
趣
味
的
医
史
学
は
、
医

史
学
を
愛
好
す
る
と
い
い
な
が
ら
、
知
ら
ず
知
ら
ず
医
史
学
を
堕
落
せ
し
め
、
晶
眞
の
引
き
倒
し
に
な
っ
て
、
医
史
学
と
し
て
迷
惑
こ
の
上
な

、
。
｜

、
し
」

梯
に
入
っ
た
」
と
認
識
し
、
現
状
を
象
つ
め
将
来
へ
の
抱
負
を
述
べ
て
い
る
。

（
日
本
医
史
学
会
理
事
長
代
行
）

（58） 58


